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富士通株式会社

JoinGearJoinGear
情報共有の歯車：ジョインギア

（デモ画面集：ＰＯＰメールと（デモ画面集：ＰＯＰメールとWebWebメール）メール）

●JoinGearでは、POPメールとWebメールの両方を扱えます。

ＰＯＰメールの画面はＰＯＰメーラになりますので、ここではWebメーラの画面を
ご覧いただきます。メールの受信と送信、ユーザ情報の設定、メールの自動振
分け、メールのバックアップ（自分のパソコンに保管）や、定型文の活用などを
ご紹介します。
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メールの流れ

● 届いたメールは、すべてウィルスチェックを経てPOP領域に入ります。

●Webメールも使っていれば、さらにWeb領域に転送されます。

POP領域
Mail
Server
（ウィルス
チェック）

Mail
Server
（ウィルス
チェック）

Web
Server
Web
ServerWeb領域

インターネット

POPメールは

自分のパソコ
ンに保管する。

WebメールはWeb
領域に保管する。

社内

外出先
最新のウィルスパ
ターンでチェック

ウィルスがあれば、
添付ファイルは削除。

①②

③
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POPとWebメール

•メールの共通設定で自動転送（3ヶ所）にすれば、外出先

の携帯電話などでメールを受けとれます。
•休暇中に便利な自動応答機能（2種類）もあります。

• メールは、POPとWebメールの選択になります。

•POPメールの場合は、Outlook Expressなど好みのPOPメー
ラを別画面で操作します。

•Webメールは、掲示板と同様な操作でJoinGear内でWeb
メーラを扱えますので、初心者にも喜ばれています。
•Web契約では、POPも併用できますので、ベテランには会
社はPOP、出張先ではWebといった使い方をお勧めします。
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受信の手順

Webメールを受信

する様子です。入
口は２つあります。

NEXT

Webメーラ

の入口

Webメーラ

の入口

新着の受信メールがある
と件数が表示されます。

①

②
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新着メール

新着メールがあります。
早速読みます。

NEXT

自由にフォルダを
追加できます。自
動振分けを併用
すると便利です。
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新着メールの確認

NEXT

メール返信を
選択

新着メールを読み
ます。添付も確認し

ます。

このメールを保存できます。
「データ保存」にすれば、eml 形
式で添付資料も保存できます。

印刷用表示にすると、
左端のフォルダ情報
が印刷されません。

eml 形式は
Outlookなどで

参照できます。
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メールの返信

本文が引用され、設定し
た署名が付加されてい
ます。この文章を加工し、

返信を作成します。

写し（CC）の
アドレス設定

NEXT
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アドレスの追加

共有アドレス帳で、
送信先を追加します。

グループ全員を
選択できます。

特定個人
も選択で
きます。

個人名で探すこ
とも可能です。

NEXT
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メールの作成と送信

本文内容を変更し、宛先
を追加しました。いよい
よ、メール送信です。

NEXT
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メールの検索

ここで、気になる
メールを探すこと

にします。

検索しますNEXT
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メールの検索

キーワードや対象
範囲（日付、フォル
ダ）を指定します。

「さくせす広場」の話
題を思い出して、探

してみます。

日付が空白の場合は、
全メールが対象です。

NEXT
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メール検索の結果

「さくせす広場」が件
名に入ったメールを見

つけました。

オプション設
定をします

NEXT
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オプション設定-1

NEXT

メールのオプション
設定をします。
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振り分けを作成

振り分け条件を
入れます。

メールの件名の先頭に
「●重要：」があるものを拾って、重
要メールフォルダに移動します。

NEXT
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振り分けが完成

振り分けが追加でき
たので、オプション
設定を継続します。

NEXT
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オプション設定-２

送信メールの開封確認が
できます。全員がこの設定
にしてあれば便利です。

メールのオプション
設定を続けます。

送信メールの開封状況
が一覧で分かります。

下
半
分



17
オプション設定-３

メールのオプショ
ン設定は、まだま

だあります。

署名は3つまで。

良く使う署名を
選択することも
できます。

会社ではＰＯＰメール、
出張先ではWebメー
ルという使い方のとき
は、コピーを残します。

個人アドレス帳には
項目追加ができます。
CSV形式で出し入れ

もできます。

下
半
分

NEXT
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メール設定を選択

今度は「メール設
定」をします。

NEXT
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個人メール設定を選択

NEXT

個人メール設定
を選びます。

現在の設定状況
が分かります。
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個人メール設定を選択

自動転送設定は、
3ヶ所まで可能です。

自動応答設定は、メールア
ドレスを自動的に判別し、外
部向け／内部向けのメッ
セージを発信できます。

個人メール設定
をしています。

RETURN     
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フォルダ一覧を選択

たまには、フォルダ
の管理をします。

NEXT
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メールのバックアップ

指定フォルダのメールを保
管できます。backup.zipとい

う名で取り出せます。

フォルダにあるメールを
自分のパソコンに保管＝
バックアップしています。NEXT
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解凍したZIPファイル

パソコンに取り出したZIP
ファイルを+Lhaca等で解凍
すると、index.htmlが現れ

るのでクリックします。

NEXT

+Lhacaは窓の杜で入手できます
http://www.forest.immpress.co.jp
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取り出したメール一覧

すると保存メールの
一覧が出てきます。

NEXT

参照したいメール
をクリック



25
保存されたメール

添付資料があれば
一緒に添付されます。保存されたメー

ルの内容です。

添付資料のあ
るメールの例

RETURN     
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定型文を選択

定型文を事前に作ってお
くと、毎月定期的に送って
いる資料の送付メールに

使えて便利です。

NEXT
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定型文を編集

毎月使う定型文は、変更箇
所を明示（この例では◆◆
マーク）しておけば効率的に

作業できます。

NEXT 【使い方のヒント】
定型文を皆さんで共用するには、ひ
な形をライブラリ等に掲載し、カット&
ペーストで取込むと便利です。

RETURN     
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左メニュー常時表示

個人の好みで、左メニューを常
時表示することも可能。

スケジュールを確認など、他の
サービスにすぐ飛んでいけます

左メニューを常
時表示可能。
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情報共有の歯車：ジョインギア
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